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１
隊
増
隊
し
５
隊
体
制
と
す
る
こ

と
で
、
速
さ
を
堅
持
す
る
。

議
員　
特
徴
の
あ
る
公
園
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
と
管
理
の
効
率
化
に
期
待

す
る
。

市
長　
令
和
２
年
度
に
完
成
す
る

公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
で
は
、

市
民
団
体
・
民
間
事
業
者
な
ど
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
賑
わ
い
や

遊
び
の
社
会
実
験
や
モ
デ
ル
公
園

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
設
計
な
ど
に
取

り
組
む
。

図
っ
て
き
た
。
国
・
県
作
成
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
指
針
な
ど
を
踏
ま

え
、
感
染
症
対
策
に
努
め
る
。

総
括
質
問
と
は
、
新
年
度
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
で
、

２
人
以
上
で
構
成
す
る
会
派
に
よ
る
代
表
制
質
問
の
こ
と
で
す
。

今
定
例
会
で
は
、
３
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
５
人
の

議
員
が
会
派
を
代
表
し
て
総
括
質
問
を
行
い
、
市
長
の
施
政
方

針
に
対
し
て
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
、
そ
の
質
問
・
答
弁
の
大
要
で
、
質
問

者
本
人
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
各

議
員
の
総
括
質
問
の
録
画
配
信
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲後谷公園の桜
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議
員　
集
団
接
種
は
30
年
ぶ
り
で

あ
り
、
綿
密
な
準
備
が
求
め
ら
れ

る
。
副
反
応
な
ど
万
一
へ
の
備
え
、

接
種
に
携
わ
る
医
療
人
材
の
確
保

な
ど
の
課
題
は
。

市
長　
集
団
接
種
訓
練
に
お
い
て
、

副
反
応
が
出
た
場
合
を
想
定
し
、

医
師
な
ど
の
役
割
分
担
、
救
急
隊

員
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
確
認

し
た
。
接
種
に
至
る
動
線
な
ど
で

課
題
が
見
ら
れ
、
こ
の
結
果
を
本

番
に
生
か
し
た
い
。
ま
た
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
迅
速
に

相
談
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
。

議
員　
４
月
か
ら
第
５
次
総
合
振

興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
市

長
は
「
本
市
の
新
た
な
価
値
や
魅

力
を
市
民
や
議
会
の
皆
さ
ま
と

『
共
』
に
『
創
』
り
出
し
て
い
く
。」

と
述
べ
ら
れ
た
。
新
た
に
創
出
す

る
価
値
や
魅
力
と
は
何
か
。

市
長　
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

に
直
面
し
て
い
る
が
、
転
入
先
と

し
て
選
ば
れ
る
ま
ち
か
ら
、
誰
も

が
長
く
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
目

指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
人

の
和
」
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
市
民
同

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
は
感
染
予
防
が
第
一
で
あ
る

が
、
同
時
に
疲
弊
し
て
い
る
市
内

経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確
保
も

重
要
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け

な
い
た
め
の
経
営
基
盤
づ
く
り
や

経
済
雇
用
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
令
和
３
年
度
の
組
織
改
正

で
「
経
済
戦
略
室
」
を
設
置
し
て

産
業
振
興
機
能
の
強
化
を
図
り
、

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
企
業
訪
問

や
融
資
な
ど
幅
広
く
対
応
す
る
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
人
々

の
移
動
や
接
触
の
制
限
に
よ
る
テ

議
員　
彩
湖
周
辺
の
自
然
を
生
か

し
た
体
験
交
流
型
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

士
が
未
来
に
向
け
、
知
恵
と
力
を

出
し
合
え
る
基
盤
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
り
、
ま
ち
の
価
値
や
魅
力
が

高
ま
る
と
考
え
る
。

議
員　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
見

直
し
が
必
要
な
既
存
事
業
と
非
効

率
な
支
出
を
見
直
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事

業
と
支
出
か
。

市
長　

既
存
事
業
に
つ
い
て
は
、

各
部
局
に
対
す
る
経
常
的
経
費
に

係
る
予
算
で
あ
る
枠
配
分
で
、
部

レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
、
非
対
面
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
な
ど
の
経

営
環
境
の
変
化
に
適
応
す
る
事
業

者
を
後
押
し
す
る
た
め
「
コ
ロ
ナ

対
応
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
事
業
」
を

実
施
し
、
強
い
経
営
基
盤
、
雇
用

の
維
持
・
拡
大
に
つ
な
げ
る
。　

議
員　
水
害
や
地
震
な
ど
の
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中

で
「
戸
田
市
防
災
基
本
条
例
」
を

ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
市
民
の
生

命
と
財
産
を
災
害
か
ら
守
っ
て
い

市
長　
国
交
省
と
連
携
し
た
「
彩

湖
自
然
体
験
ツ
ア
ー
」
で
、
普
段

は
入
れ
な
い
自
然
保
全
ゾ
ー
ン
を

見
学
す
る
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員　
救
急
出
動
に
お
い
て
は
迅

速
な
対
応
が
人
命
に
直
結
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
増
強
は
。

市
長　
救
急
車
の
病
院
収
容
ま
で

の
所
要
時
間
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
一
方
、
救
急
搬
送
は
増
加
し

続
け
、
全
隊
が
同
時
に
出
動
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
救
急
隊
を

局
規
模
に
応
じ
て
予
算
要
求
の
上

限
額
、
い
わ
ゆ
る
シ
ー
リ
ン
グ
の

設
定
を
行
い
、
非
効
率
な
支
出
の

見
直
し
で
は
、
一
例
と
し
て
、
外

部
委
託
内
容
を
削
減
し
職
員
自
ら

が
行
う
な
ど
、
経
費
削
減
を
図
る
。

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難

所
運
営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　
こ
れ
ま
で
に
避
難
所
の
感

染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

職
員
な
ど
へ
の
周
知
徹
底
や
感
染

症
予
防
対
策
物
品
の
整
備
拡
充
を

こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
自
助
・
共
助
・
公
助
の
下
、

市
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
で
災
害

に
強
い
ま
ち
の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

議
員　
市
の
顔
と
な
る
駅
前
交
通

広
場
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

内
容
は
。

市
長　
イ
ベ
ン
ト
や
災
害
時
の
一

時
退
避
場
所
に
も
活
用
可
能
な
公

共
的
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど

の
整
備
を
行
う
。

コロナワクチンの
迅速・安全な接種を

コロナ禍に負けない
経営基盤・雇用対策は

本市が新たに創り出す
価値や魅力とは

集団接種訓練での課題に取り組む経済戦略室を設置し産業振興強化 誰もが長く住み続けたいまちへ

◀︎
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
集
団
接
種
訓
練

▶︎
避
難
所
で
の
感
染
症
対
策
も
求
め
ら
れ
ま
す

　（
令
和
元
年
台
風
第
19
号
で
の
高
所
避
難
の
様
子
）

▲完成が待たれる戸田駅西口駅前整備

彩
湖
の
活
用
を

予
算
編
成
方
針
は

コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
運
営
は

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は

救
急
体
制
の
強
化

魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
を

戸
田
駅
西
口
駅
前
整
備
事
業
は

総総そ
う
か
つ
し
つ
も
ん
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